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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

膵管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN）の術前悪性度診断は難しく、新たなバイオマーカーが求

められている。幾つかの癌で糖鎖解析の有用性を示す報告があるが、IPMN の血清糖鎖解

析の報告はない。今回、IPMN の悪性度診断における糖鎖解析の臨床的有用性を検討した。

IPMN 患者 79 例を対象とし、入院時の血清を用いて網羅的糖鎖解析を行い、臨床病理学

的特徴との関係を調べた。 

70 種の糖鎖が検出され、嚢胞径、造影効果のある結節の有無、病理学的診断により糖鎖

発現が有意に異なっていた。Invasive IPMN では 9 種の糖鎖が有意に増加しており、その

うち 7 種の糖鎖はフコースを有し、6 種の糖鎖は多分枝糖鎖であった。Invasive IPMN と

関連を示した糖鎖及び臨床因子に既存の腫瘍マーカーを加えロジスティク回帰分析を行っ

たところ、フコシル化 3 分枝糖鎖 m/z 3195 の高発現と造影効果のある結節が、Invasive 

IPMN の独立したリスク因子であった。 

以上より、フコシル化多分枝糖鎖の発現、特に m/z 3195 糖鎖は、IPMN の悪性度診断マー

カーとして有用である可能性が示唆された。 
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